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変身!押戸石の草花・ 草原

南小国町立中原小学校 3・4年生全員 (11名)

1 研究の目的

中原小学校の校区には押戸石(おしといし)という大きな石があって、そとには草原が広がって

いる。去年、押戸石の草花調べをしてめずらしい草花がたくさんあることがわかった。しかし、春

にたくさん咲いていたキスミレやノVレリンドウが夏になくなったことや、夏には自分たちの身長よ

りも大きくなった草花があったりして、とてもふしぎに思った。そこで、今年は同じ草花をずっと

観察してどのように変身していくのかを調べるこ左にした。また、去年は谷の方の草たけが左ても

大きくなっていたので、草原がどのように変身していくのかも調べることにした。

2 研究の方法

(1)押戸石の谷と丘と、一人二つずつ調べる草花を決めて自分で名前をつけ、目印をする。

(2) 毎月 1回押戸石に行って、目印をつけた草花をさがし、草花の高さや茎の太さなどを調べる。

また、草花のようすをスケッチして写真をとる。さらに、においをかいだり 、さわったりして

その草花の特ちょうを調べる。

(3) 押戸石の谷の方左丘の方左、場所を決めて毎月同じ場所で並んで写真を左って草たけをはかり、

草原の変身のようすを調べる。

3 研究の結果

(1) 押戸石の草花の変身

自分でつけた草花の 平成24年4月17円 平成24年6月11円 平成24年9月13円 岡鑑などで調べたこと

名前と現出 気温谷21"(; 丘17"C 気温谷25"C丘23"C 気温谷28"C丘28"(; (・は絶めっき具稀)

キスミレ 高さ 6 c m 高さ口 cm 高さ o c m 名前 キスミレ・

-い黄だ色っくたてかスらミレみた -ふんわりしてとてもいいに -6月になったら何うなもなかっ -何もなかった。 -野開焼花きのあと、まっさきに
おいだったe 花カ旬、っぱい。 た。 6月にI土も し九 し群生する

ケンソウ I~J さ 8 c m j'.::Jさ 40cm 向さ 72c m 名門11 ホソパシュロソウ
-けんのようにシャキ -ぱちょっとベグベクしてすっ -ちょっと固くさくてキュ高ッとし -しっとりしている。:aが咲 -シュロの)J<のよフうなせんい
ンとしていたから いにおい。菜が 3本ある ている。 たけがい。 いて実ができている。 がある。悲しゆ がある d

ノコギりソウ 閣さ 10c m 閣さ 81 c m I坊さ 9自cm 名前 アソノ コギリソゥ・

-葉ざぎのざよとらへんがぎ -葉さつばがぎざぎざしていた。 -草J、ーK たけが高くなっていた。 -花が咲いてかれていた。 -R当たりのざよぎいざ草し原てにし生え
してい7こから らさらもしていた。 らさらしていた。 るe 葉がきf 、る。

イヌノコヤ 高さ 10c m 高さ 165 c m 両さ 201 c m 名前マンセンカフマッ・
-_kのこやみたいだっ -少しにがいにおい。葉がツ lが;か赤刀で105cmものびた企 ーにおいはない2 つるつるし -高[11、高!な爪にごくまれにし
たから ノレツノレレていた。 羊i 楽になった。 て葉がかれていた。 か見られいの

ナイフソウ 閣さ 18c m 閣さ 165 c m 両さワ 名前 ユウスゲ
-先がとがってさわると指 -さらさらしていて 下が固 -もう自分を追いこすくらい -いっしょうけんめいさがし -方草原さに牛え、持色い花を夕
がきれそうだったから くて上がちくちくする。 になっている。 たけど見つからなかった。 かせる。

タケホソ 高さ 4 cm  高さ 120 c m 両さ 195 c m 名前ススキ

-1る1みがたほいそだくカなってい -さらさらレていて、甘そう -，うまたけが高す切ぎ2 キがじょ -高もう少しで2m，，立たけが -花には花びらがない。秋の
、ら なにおい。 ぶで葉で ったりする。 し、目 七草の一つ。

キャベツノコ l官Jさ 3c m l胃Jさ 130c m '::::Jさ 201c m 名前パアソブ.
-キャベツみたいで小 -棄がふわふわしていた。 -棄とのに数ががいふにえおてしいがたし。ちょっ -つるがかれAI'ていた。 にがい -草は原白にごくまれ。棄の下面
さかったから 、 した 4 においが より強い。 い毛が多いJ

八ルリンドウ 占有さ 5 c m 局さ 5 c m 両さ o c m 名前八ルリンドウ

-教えてもらったから -?Eがふわふわしているc ク -たくさんあったのに少しに -前にはあったけど、なくな -茎の先咲にコパノレトプノレーの
Fームのにおいがする。 なっている。種がなくなった。 っている。 1Eをかせる。

パセリ 1".::'さ 3c m !~J さ llcm 1::;.さ ワ(はかつていなし、) 名目11 ツクシゼリ
-菜っぱがパセリみた -菓ががさがさしている"水 -プロッコリーのにおいがす -ほんもののパセリのにおい -h州とくさんで、阿うな蘇葉に。多
いだったから のにおいがする d る。 みたい。 い自 にんじんのよ

フンノキ 閣さ 18c m 帽1さ 25cm 両さ 25c m ，*，，!IIr: Jヤナギ.

-値ウ物サのギ近のくふにんあがっとたの -ふわふわしていて、ざっと -ヂクヂクしていて、ざっと -実がついていたe ざらざら -九き州の草北原部になまどれ限lられたちい
く、ーはんのにおい= く』はんのにおいe している。 こ見られる。

レイ トウソウ 高さ 3 c m 高さ 51 c m 両さ 16c m 名前 オカオゲルマ

- ~っ Itが白だくてこおっ -葉ぶっぱのら葉線のがi白い。が葉しをjつ -がさがきしていて、かれて -1とがいにおいがする。新し -日多寸たりのよい革J凧に生え
てるみたいから した こおい た。 いる。 い芽があった。 る年草。

※ワラピ (ワラ ビ)、 フキノトウ(フキ)、 ンャキソウ(ヤマアザミ、ノアザミ)、ザラパ(コウゾリナ)、 ユキソウ(フモ トス ミレ)、イチゴソウ
(ミツパッチグリ)、チダケ(ネザサ)、 口イヤ/レ(ヤマ ヤナギ)、サザク ロ (カノ コソウ)、ユワレイ ソウ(クサフジ)の 11種数は省略

※5月18R、7月13R、10月16Rの記録、草たけのグラフ、写真は省略。
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-キスミレやハノレリンドウは、春にJとが咲いたあとに種ができて、かれてなくなった。

・4月には10cmくらいで小さかったタケホソ(ススキ)やイヌノコヤ(マンセンカラマツ)は、

10月には2m以上になって、おとなの人をこすほど仙びた。

・ナイフソウ(ユウスゲ)やキャベツノコ(パアソブ)は、花がl咲く前にかれてしまって、花が

比られなかったので残念だったc

・シャキソウ(ノアザミ)やサザクロ(カノコソウ)は、花が咲いてかれてしまっても、近くに

また新しい芽を出していたがらすごいと思ったD

• 7月になるとまわりの献がとても伸ひ会て、ナイフソウ(ユウスゲ)や、サザクロ(カノコソウ)

は、いっしょうけんめいさがしたけど見つからなかった。

(2) 押戸石の草原の変身

ヤ成24年4月17口 すー成24年 6月11口 ヤ-成24年 9月13日

仔ーの)j

谷の方

-丘の方は、 7月から 9月にかけてあまり伸ひ舎なかったの 10月には草刈りがしてあったの

-谷の方は4月は草が短かったけど、 7月と 9月には先生も比えないくらい草が伸びていたの 10

月は少し市がかれてきた。

4 研究のまとめ

・キスミレやノリレリンドウなど、春に花が咲く骨;花の中には夏にはかれてしまうものがあることが

わかったじ

・春にJとが咲かない草花は、夏や秋になるまでどんどん大きくなっていき化が咲いたのが多いけど、

とちゅうでかれてし去った草花もあったc

・イヌノコヤ(マンセンカラマツ)のように 1か月で105cmも伸びた草花もあって、おとなの人の

せたけをこすほどのびる草花もあったc

・野焼きをしてあった谷の方は草がどんどん伸びて、身長ーよりも大きくなったの 草刈り をしてあっ

た丘の方はあんまり草たけが大きくならなかったの

・シャキソウは、さわると痛くて同じ前花だと思っていたのが、大きくなっていくようすを観察し

たら、花の咲く時期、あ違っていてノアザミとヤマアザミだった。よく似ていてもちがう革花があ

ることがわかったυ

・押戸石の草花の中には、キスミレやマンセンカラマツ、アソノコギリソウ、パアソプ、ノヤナギ

など絶めっきぐ種がたくさんあることがわかった3

-草たけが高くなると、その草でうでを切ったり、 Tーを切ったりするので長そでの服と長ズボン、

それにぐん手があった)jがいいと思ったc
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